
100歳おめでとう

　100 歳の誕生日を青木うめさん（北桜）を山仲市長が
お祝いに訪問しました。
　大正６年５月９日生まれのうめさんは、36 歳から３
年間病により床に臥されましたが、食事療法などにより
回復し、さらに体力を向上させるため、約 40 年間新聞
配達を行い元気いっぱいこの日を迎えました。
　楽しかったこと、苦労したことなどの思い出を
市長に語られ、独学で身につけられた手芸の技術
を生かした見事な「家紋」を紹介していただきま
した。
　いつまでもお元気で。

▼５月 16日　北桜

地域社会のために活用します

　中国塗料㈱が、広島県で誕生して今年５月に創業 100
周年を迎えられ、その記念として市へ「まちづくり寄附金」
のご寄附をいただきました。
　同社は、昭和 37 年３月に滋賀工場（三上）としても創
業 50 年以上の歴史があり「人権が尊重され、福祉の充実
した地域社会を実現するための事業」への活用を望まれ
ています。
　今回のご寄附は、市民の皆さんの知恵と力をまちづく
りに生かし、人権と環境を土台に、生きる意味が実感で

きる活力ある自立した地域社会の実現をめ
ざし有効に活用させていただきます。

▼５月 15日　市役所

　野洲市見守りネットワークは、事業者や団体等
の協力を得て、高齢者や障がい者、子ども、生
活困窮者等が住み慣れた地域で安心して安全に
暮らせるよう「見守り・支えあう」ことを目的
としています。
　この見守りネットワークにご賛同いただきま
した 14 事業者、６団体と市が協定を締結し式典
を開催しました。
　皆さんから心強いお言葉をいただき、今後は、
連携体制を強化しながら市民の安心・安全な暮
らしの確保に取り組みます。

地域で見守り・支えます ▼ 3月 28日　市役所
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ゆりかご水田米　大きくな～れ

　せせらぎの郷・須原魚のゆりかご水田協議会
主催の田植え体験が行われました。
　魚のゆりかご水田は、琵琶湖と田んぼをつな
ぐ排水路に魚道を敷き、魚の成育環境を守り、
生き物と人とが共生する命あふれる農村の再生
をめざすプロジェクトです。
　この日はあいにくの雨でしたが、県内外から
親子など約 80 人が参加しました。
　同プロジェクトの講座を受け、昼食には、ゆ
りかご水田で収穫したお米で作ったおにぎりが
振舞われ、皆さんおいしそうに食べていました。
　昼食後は、機械に頼らない昔ながらの田植え
を体験し、泥の感触に歓声を上げながら自然と
触れ合いました。

▼５月 13日　須原

≪お詫びと訂正≫
　５月号の「これからも地域防災のために」記事中、氏
名に誤りがありましたのでお詫びし訂正します。
　（正） 福永和真さんが優秀賞を・・・
　（誤）福永和馬さんが優秀賞を・・・
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